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第4章 調査概要 

4－1 調査目的 

第 2 次事前評価調査の目的は、第 1 次事前評価調査の結果を踏まえて、以下の内容について情報収

集、協議を行うことである。 

（1）本件プロジェクトの構想と実施内容と実施スケジュールについて、「イ」国側と合意を形成

する。 

（2）プロジェクトを実施する上での、日本側協力事項、「イ」国側実施事項それぞれの範囲を確

認し、プロジェクト開始に向けて準備を進めることを確認する。 

（3）本件プロジェクトと関連する他ドナー（ADB 等）の活動については、本件プロジェクトの成

果発現において相乗効果が得られるように、「イ」国政府、他ドナーと調整を図る。 

具体的な情報収集、協議事項は、以下のとおりである。 

（1）公共事業省との協議事項 

PDM 案をもとにプロジェクトの内容について協議を行い、双方合意の上で修正を行い、基

本的な合意形成を行う。 

1）プロジェクトの目的 

 

【上位目標】流域レベルでの統合的水資源管理の実施に関わる RBO の能力が強化される。 

【プロジェクト目標】RBO のための実践的な水資源管理技術能力強化システムが構築される。

 

 プロジェクト期間中にインドネシア側が設立する水資源管理技術普及センター

（DUWRMT）を中心とする RBO の組織強化のメカニズムの構築・始動を目指す。 

 同時に、RBO 強化を継続的、発展的に進める上で中核となる人材ネットワーク（公共

事業省水資源研究センター及び水資源管理局を中心とする）を形成する。 

 

2）プロジェクトの内容 

プロジェクト期間中に、以下の活動を調査開発庁、水資源総局、さらに選定した 3～4 程度

のモデル流域の RBO との共同作業で実施。 

ア) 研修システムの形成 

 RBO の幹部（意思決定者クラス：所長級）、準幹部（課長級）、一般職員の 3 階層を

対象とした研修システムを形成する。 

イ) ガイドラインの策定 

 RBO が水資源管理を行うために必要なガイドライン、マニュアルを優先的な分野を

選定して、インドネシア側と共同作業で策定する。 

ウ) カウンセリングシステムの形成 
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全国の各 RBO が持つ課題解決に関わる知識を DUWRMT で蓄積し、現場で技術的な指

導を行うカウンセリングシステムを形成する。 

 

ア) 研修システムの形成 

 RBO の前身は河川工事事務所であり、水資源管理に関わる業務に全く新たに取組むこ

とになる。従って、所長レベルの意識改革、ガイドライン等整備作業等で用意される資

料をもとにした中堅技術者の育成が必要となる。 

 JICA 専門家は、意思決定者クラス、準幹部クラスの研修システムの形成に直接関わる

（一般職員向けの研修システムの形成はインドネシア側が独自に携わることとする）。 

 

 研修内容 リソース（案） 

所長級 ・ 組織管理 

・ 予算管理 

・ 水資源政策 

・ その他 

民間マネイジメント層 

インドネシア企業体（民間、公営） 

公共事業省本省幹部 

JICA 専門家 

準幹部級 ・ 実践的水資源管理 

・ 施設維持管理 

・ その他 

JICA 専門家 

公共事業省本省幹部 

PJT（インドネシア水資源公団） 

 

イ) ガイドラインの策定 

 インドネシアで策定済みのガイドライン、マニュアル等を日本の体系を参考に整理する。 

 共通課題を特定して優先順位の高い課題を設定して、JICA 専門家の指導のもと、ガイ

ドライン、マニュアル類の整備を進める。①RBO の現場のニーズ（モデル流域の RBO

から情報収集）、②インドネシアでの関連資料の整備状況、③日本のノウハウの有無 等

を選定基準にして検討する。 

 今回の協議で主だった課題設定を行う予定。想定される課題は、｢水配分計画｣、｢低水

管理｣、｢資産管理｣、｢水質管理｣、｢環境社会配慮｣等。 

 

ウ) カウンセリングシステムの形成 

 ガイドライン策定作業等で参画するモデル流域の RBO と DU との共同作業や技術交換

等をもとにカウンセリングシステムの原型を検討する。 

 洪水や低水時の問題発生の原因究明と対策のレビュー等を行う。 

 

3）プロジェクトの実施体制 

ア) DUWRMT を中心とした RBO 強化メカニズムの構築 

① プロジェクト実施主体 

下記が直接的な関係者である。各部局による積極的な参加が前提となるが、プロジェ

クトの活動における最終的な責任主体を明確にし、その実施を確認する。 
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i) 本省 

関係機関 権限等 プロジェクトでの役割（案） 

調査開発庁 

水資源研究センター 

・ ガイドライン、マニュ

アル等の取りまとめ 

・ 調査・研究 

・ DU 設立（TOR 策定、人材/予算

の確保）の責任主体 

・ ガイドライン、マニュアル策定

の取りまとめ主体 

・ 研修コースの策定（シラバス、

教材の準備）への支援 

・ 研修講師としてリソース提供 

水資源総局 

水資源管理局 

・ 水資源管理の行政実施

・ RBO の指導、管理（人

事、予算含む） 

・ RBO 強化の指針の提示 

・ 研修コースの策定（シラバス、

教材の準備）への支援 

・ 研修講師としてリソース提供 

調査開発庁 

水資源研究センター 

水資源管理・技術普及

センター (DUWRMT)

（新設） 

・ RBO への研修の実施 

・ 水資源管理に関わる情

報の蓄積 

 

・ 研修コースの策定と実施 

・ 情報の蓄積 

・ カウンセリング 

 

ii) モデル流域の RBO 

 水資源管理に関わる実務的な研修等のニーズ把握、ガイドライン/マニュアル策定に

際して現場の実態を踏まえるために本件プロジェクトでモデル流域を選定する。 

 モデル流域を所掌する RBO を下記の 3 類型から各１機関（計 3 機関）を選定する。

それぞれの RBO はガイドライン/マニュアル起草への作業に主体的に参画すること

とする。さらに、ジェネベラン流域における JICA 開発調査の成果を有効活用する。 

 州の河川局との連携のあり方も検討の範囲とする。 

 

管理レベル 候補流域 

高位 Brantas 流域 

中位 Selayu-Opak または Pemali-Juana 

開発途上 Sumetera II または Bali-Penida 

 

② プロジェクト参加者 

i) PJT I＆II（水資源公社） 

 RBO 育成の講師やノウハウ提供のリソースとして参加を求める。 

 そのコストはインドネシア政府が負担することとする。 

 

イ) 本件プロジェクト進捗モニタリング 

 Joint Coordinating Committee (JCC)を形成し、プロジェクトのモニタリング等を実施する。 
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 JCC のメンバーは、以下を想定。 

 インドネシア側： 調査開発庁長、水資源研究センター長 

水資源総局長、水資源管理局長 

 日本側： JICA インドネシア事務所長 

本件プロジェクト JICA 専門家（リーダー） 

水資源政策アドバイザー（JICA 専門家） 

 

4）インドネシア側負担事項 

以下の負担事項を確認し、その実施スケジュールの大枠について合意形成する。 

ア) プロジェクト実施の組織・人員 

 DU 組織設立：TOR 策定と組織的承認、予算、人員の確保 

 ガイドライン、マニュアル策定：必要な分野の検討、対象文書の起草作業等に関わ

る人員配置 

 研修の実施：シラバス、研修テキストの作成作業に関わる人員配置 

 

イ) プロジェクト実施拠点の整備 

 プロジェクトの各コンポーネントの実施拠点（本省、バンドン、ソロ）の特定 

 それぞれにおける活動場所と事務機器等の整備 

 専門家執務場所の整備 

 

ウ) プロジェクト実施のための予算 

 インドネシア職員の研修参加費（旅費、日当、宿泊費1） 

 インドネシア講師の招聘費 

 プロジェクト拠点の光熱費、通信費等 

 

5）JICA 側投入案 

i) 専門家派遣：長期専門家 2 名、短期専門家 5 名程度/年×3 年 

ii) 研修員受入：5 名程度×3 年間（上記、プロジェクト実施主体から選定） 

iii) 現地活動費：インドネシア資料の英文への翻訳、選定 RBO での現地活動費、執務用事

務機器、（研修資料の作成費） 

 

（2）関連する他ドナー等の活動 

1）Knowledge Hub： 

アジア・太平洋水フォーラム等での議論を受けて、関係国の水資源管理の有効事例等の集積

を図るネットワークを形成することについて、NARBO（Network of Asian River Basin 

Organizations）で検討されている。インドネシア公共事業省は、そのネットワークの中心

                                                  
1 ソロの研修センターには宿泊施設がなく、そのための施設建設の希望が伝えられる可能性がある。しかしながら、

プロジェクトでは研修メカニズムの始動を支援するものであり、宿泊施設建設の支援は JICA 負担事項には含めない

こととする。 
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（Knowledge Hub）を担当することになっている。 

Knowledge Hub の設置部局はインドネシア側で調整中であるが、本件プロジェクトで設置さ

れる DUWRMT がインドネシア国内の情報蓄積の機能を持つことが想定されていることから、

十分な連携が必要である。 

Knowledge Hub の活動については、未だ準備段階であるが、NARBO、ADB 等、様々な会合

で議論が行われている。ADB では日本基金を活用した技術協力を計画中である。 

本件プロジェクトではインドネシア国内の流域管理の体制整備に関わるものであるが、他ド

ナーの予算で実施される Knowledge Hub の活動についても、JICA はその動向をできる限りフ

ォローすることとする。 

当プロジェクトとの関連では、インドネシアにおける有効事例の紹介を発進するインターフ

ェースとして Knowledge Hub を活用することが想定される。 

 

4－2 調査団の構成 

第２次事前評価調査団の構成は、以下のとおりである。 

担当分野 氏名 所属 

総括 須藤 和男 JICA 地球環境部アドバイザー 

水資源管理 貞弘 丈佳 水資源機構 総合技術推進室教授･国際審議役 

水資源政策 杉村 叔人 水資源機構吉野川局長 

調査企画 益田 信一 JICA 地球環境部第３グループ（水資源・防災）

水資源第一チーム主査 

評価分析 東野 英昭 株式会社レックス・インターナショナル 

 

4－3 調査日程 

現地調査は、水資源管理担当団員を平成 19 年 12 月 16 日～3 月 29 日の約 3.5 ヵ月に亘って派遣す

るとともに、平成 20 年 3 月 2 日から評価分析担当コンサルタントを派遣し、さらに同年 3 月 12 日よ

り残りの官団員を派遣した。官団員と評価分析団員による 3 月 2 日～22 日の概略行程は以下のとお

りである。 
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日付 曜日  活動内容 備考 宿泊地 

3/2 日 午後 評価分析団員ジャカルタ着 
ﾊﾞﾝﾄﾞﾝへ 

移動 
バンドン 

午前 水資源研究ｾﾝﾀｰ（RCWR）表敬、調査日程確認 
3/3 月 

午後 RCWR にて貞弘専門家と打ち合わせ 
 バンドン 

3/4 火 終日 RCWR にて貞弘専門家と打ち合わせ、PDM 案作成  バンドン 

午前 PCM ワークショップ準備 
3/5 水 

午後 移動 ﾊﾞﾝﾄﾞﾝーｼﾞｬｶﾙﾀーｿﾛ 

移動 

ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ－ 

ｼﾞｬｶﾙﾀ－ｿﾛ 

バンドン 

午前 

10:00- オープニング 

10:30-11:00 これまでの調査結果発表（貞弘専門家）

11:00-12:00 PCM 手法の概略説明 

 バンドン 

3/6 木 

午後 

13:00-14:30 PCM ワークショップ 

（プロジェクトについての意見聞き取り） 

15:00-16:00 プロジェクトの実施体制についての協議 

移動 

ｿﾛ－ｼﾞｬｶﾙﾀ

－ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ 

バンドン 

3/7 金 終日 
ニュピ（ヒンズー教祝日） 

貞弘専門家と打ち合わせ、PDM 案、PO 案作成 
 バンドン 

3/8 土 終日 資料整理  バンドン 

3/9 日 終日 資料整理  バンドン 

午前 移動 ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ—ｼﾞｬｶﾙﾀ 
3/10 月 

午後 水資源総局 Mr.Baski 表敬 ｼﾞｬｶﾙﾀ執務室確認 

移動 ﾊﾞﾝﾄﾞ

ﾝ－ ｼﾞｬｶﾙﾀ 
ジャカルタ

3/11 火 終日 データ整理 資料収集  ジャカルタ

3/12 水 終日 水資源管理局表敬 世銀プロジェクト聞き取り調査 
官団員 

現地着 
ジャカルタ

午前 水資源総局表敬（Mr.Baski） 
3/13 木 

午後 水資源管理局表敬・協議（Mr.Imam 他） 
 ジャカルタ

午前 水資源管理局表敬・協議 

3/14 金 
午後 

調査開発庁表敬（Mr.Hendriant）および水資源研究所

（Dr.Arie 他）と協議 協議後ﾊﾞﾝﾄﾞﾝへ移動 

ｼﾞｬｶﾙﾀ－ 

ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ 
バンドン 

3/15  土 終日 

現場視察（水資源研究所水利実験施設、ジャティルフ

ールダム、チタルム河上流域、PJT II） 

ジャカルタ着後 PDM/PO に関わる内部協議 

ﾊﾞﾝﾄﾞﾝ－現

場－ｼﾞｬｶﾙﾀ 
ジャカルタ

3/16 日 終日 
PDM/PO に関わる内部協議 

資料整理 PCM ワークショップ開催準備 
 ジャカルタ

午前 9:00-12:00 PCM ワークショップ（水資源管理局） 
3/17 月 

午後 M/M・R/D 協議 
 ジャカルタ

午前 PDM・P/O 協議、R/D・M/M 協議 
3/18 火 

午後 水資源総局長（Mr.Iwan）表敬 
 ジャカルタ

午前 M/M 及び R/D 調印（水資源管理局） 
3/19 水 

午後 日本大使館報告、JICA 事務所報告 
 ジャカルタ

3/20 木 終日 
イスラム教祝日 

チタルム川下流域 灌漑地区視察 資料整理 
 ジャカルタ

3/21 金 午前 
キリスト教祝日（復活祭） 

ジャカルタ北部洪水被害地域視察 資料整理 

移動 ｼﾞｬｶﾙ

ﾀ－東京 
機中 

3/22 土  移動 東京着   
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また、水資源管理担当団員による 12 月 16 日～3 月 29 日の調査行程は以下のとおりである。 

日付 曜日 行程 

12/16 日 ジャカルタ到着、JICA インドネシア事務所担当職員と打合せ 

12/17 月 JICA インドネシア事務所打合せ、日本大使館表敬、公共事業省水資源総局表敬 

12/18 火 ADB チタルム RBO 能力強化ワークショップ出席、河川局長表敬 

12/19 水 ジャカルタ～バンドン移動、水資源研究所とキックオフミーテｲング 

12/20 木 インドネシア水資源管理既往情報の整理・バライの視察・ヒヤリング計画策定等 

12/21 金 インドネシア水資源管理既往情報の整理・バライの視察・ヒヤリング計画策定等 

12/22 土 インドネシア水資源管理既往情報の整理・バライの視察・ヒヤリング計画策定等 

12/23 日 インドネシア水資源管理既往情報の整理・バライの視察・ヒヤリング計画策定等 

12/24 月 水資源研究所執務室整備、CP との打合せ 

12/25 火 水資源研究所における調査、協議 

12/26 水 水資源研究所における調査、協議 

12/27 木 ジャカルタで水資源総局とキックオフミーテｲング 

12/28 金 水資源研究所における調査、協議 

12/29 土 資料整理 

12/30 日 資料整理 

12/31 月 資料整理 

1/1 火 資料整理 

1/2 水 ワーキンググループキックオフミーテｲング 

1/3 木 Citarum BB ヒヤリングと現地調査（バンドン） 

1/4 金 Citarum BB ヒヤリングと現地調査（バンドン） 

1/5 土 資料整理 

1/6 日 資料整理 

1/7 月 BB Serayu-Opak ヒヤリングと現地調査（ジョグジャカルタ） 

1/8 火 BB Bungawan Solo ヒヤリングと現地調査（ソロ） 

1/9 水 資料整理 

1/10 木 資料整理 

1/11 金 資料整理 

1/12 土 資料整理 

1/13 日 資料整理 

1/14 月 水資源研究所にて打ち合わせ （バンドン） 

1/15 火 BB Brantas ヒヤリングと現地調査（スラバヤ） 

1/16 水 PJT I ヒヤリングと現地調査（マラン） 

1/17 木 Bali Penida ヒヤリングと現地調査（バリ） 

1/18 金 Bali Penida ヒヤリングと現地調査（バリ） 

1/19 土 資料整理 

1/20 日 資料整理 
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日付 曜日 行程 

1/21 月 DGWR Imam 氏と打ち合わせ（ジャカルタ） 

1/22 火 資料整理 

1/23 水 BB Cidanau-Ciujung- Cidurian ヒヤリングと現地調査（セラン） 

1/24 木 BB Mesuji Sekampung ヒヤリングと現地調査（ランポン） 

1/25 金 水資源研究所にて打ち合わせ（バンドン） 

1/26 土 資料整理 

1/27 日 資料整理 

1/28 月 RBO 実態調査中間報告等、水資源総局長、調査開発庁長官、バスキ氏打ち合わせ 

1/29 火 BB Pemari Juanna ヒヤリングと現地調査（スマラン） 

1/30 水 資料整理 

1/31 木 資料整理 

2/1 金 資料整理 

2/2 土 資料整理 

2/3 日 資料整理 

2/4 月 資料作成 

2/5 火 資料作成 

2/6 水 水資源研究所において中間打ち合わせ 

2/7 木 資料整理 

2/8 金 資料整理 

2/9 土 資料整理 

2/10 日 資料整理 

2/11 月 資料整理 

2/12 火 BB Jeneberang ヒヤリングと現地調査（マカッサル） 

2/13 水 JICA ジェネベラン調査ワークショップ出席（マカッサル） 

2/14 木 資料整理 

2/15 金 資料整理 

2/16 土 ジャカルタにて JICA 本部担当職員への中間報告 

2/17 日 資料整理 

2/18 月 DGWR 打ち合わせ 

2/19 火 資料整理 

2/20 水 NARBO 第三回総会出席 

2/21 木 NARBO 第三回総会出席 

2/22 金 NARBO 第三回総会出席 

2/23 土 資料整理 

2/24 日 資料整理 

2/25 月 Iwan 総局長、ヘンドリアント長官へ報告 

2/26 火 資料整理 
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日付 曜日 行程 

2/27 水 資料整理 

2/28 木 BB SumateraⅡ ヒヤリングと現地調査（メダン） 

2/29 金 SumateraⅡ現地調査 

3/1 土 SumateraⅡ現地調査 

3/2 日 SumateraⅡ現地調査 

3/3 月 評価分析担当コンサルタントとの打ち合わせ 

3/4 火 ワークショップ準備 

3/5 水 ワークショップ準備、ソロへ移動 

3/6 木 河川研究センターにて PCM ワークショップ 

3/7 金 資料整理 

3/8 土 資料整理 

3/9 日 資料整理 

3/10 月 バスキ氏へ報告 

3/11 火 資料整理 

3/12 水 資料整理 

3/13 木 JICA 調査団と合流。関係機関表敬、団内打ち合わせ 

3/14 金 ヘンドリアント氏表敬 

3/15 土 JASATIRTAⅡ視察案内 

3/16 日 団内打ち合わせ 

3/17 月 インドネシア側と協議 

3/18 火 インドネシア側と協議 

3/19 水 協議議事録署名。大使館、JICA インドネシア事務所報告 

3/20 木 資料整理 

3/21 金 資料整理 

3/22 土 資料整理 

3/23 日 資料整理 

3/24 月 資料整理 

3/25 火 カリマンタンⅡヒヤリングと現地調査（バンジャルマシ） 

3/26 水 カリマンタンⅡヒヤリングと現地調査（バンジャルマシ） 

3/27 木 資料整理 

3/28 金 JICA インドネシア事務所報告、ジャカルタ発 

3/29 土 帰国 
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4－4 調査結果概要 

調査団は平成 20 年 3 月 13 日から 3 月 18 日にかけて、公共事業省バスキ監事（inspector general）、

調査開発庁長官、同水資源研究センター、水資源総局長、水資源管理局等と面談、また、プロジェク

トの内容について協議し、協議議事録（M/M）に 3 月 19 日に署名した。 

（1）プロジェクトの概要 

M/M 添付の PDM のとおり、インドネシア側と本件プロジェクトについて共通認識を得た。

具体的には、以下がその概要となる。 

【上位目標】流域レベルでの統合的水資源管理の実施に関わる RBO の能力強化。 

【プロジェクト目標】RBO のための実践的な水資源管理技術能力強化システムの構築。 

【活動】①RBO 職員に対する研修システムの形成、②水資源管理に関わるガイドライン/ 

マニュアルの策定、③RBO に対するカウンセリングシステムの形成 

これらの活動を行う中心的な部局は、調査開発庁水資源研究センターの下に設置予定の

DUWRMT (Dissemination Unit for Water Resource Management and Technology) となる。公共事業

省においては、まずは大臣決裁で手続き可能な範囲でソロの河川研究所を改組・拡充して

DUWRMT を設立し、将来的にはその機能を充実して組織の格上げを図りたいと考えている。

水資源研究センターが主管し、当国 2009 年度に設置できるように、2008 年度に DUWRMT の

業務内容、人員体制について検討を進めることとしている。 

DUWRMT が全国 RBO、さらに省内、大学等の人材とネットワークを形成し、水資源管理

に関わる情報の収集・発信を行う Knowledge Hub として機能することについて、調査開発庁

長官、水資源総局長ともに強い期待を寄せている。 

RBO の強化に当たっては、下記の分野からさらに重要な事項を抽出して、ガイドライン・

マニュアルを作成することになる。各事項について、特定分野の短期専門家を派遣しながら、

長期専門家による調整や共同作業を通じて、現場のニーズにあったガイドライン・マニュアル

を作成する予定である。対象とする事項については、今回、先遣した水資源管理担当団員の分

析結果（主要な RBO の情報、既存ガイドライン/マニュアルの整備状況等）を下に、長期専門

家が着任後インドネシア側と協議して検討する。 

- Water Allocation and Distribution Management 

- Flood and Drought Management 

- River Area Management 

- O&M of River Facilities 

- Water Quality Management 

- Strategic plan and Master Plan of the basin 

- Water Source Area Management 

- Management of Administrative Matter 

ブランタス流域等の 2～3 程度のパイロット流域を選定し、現場のニーズや有効事例の把握、

さらに、作成されたガイドライン・マニュアルの実用性の確認、DUWRMT によるカウンセリ

ング機能の検討を行う。選定された流域を所管する RBO（パイロット RBO）は、プロジェク



 4-11

トに積極的に貢献することを想定している。また、ジェネベランで実施した開発調査の成果を

本件で有効に活用することとする。 

（2）プロジェクトの実施体制 

DUWRMT は調査開発庁の下に設立されるが、RBO は水資源総局が所管することから、両

局が協同して実施されることになる。 

本件プロジェクトでは両局間で円滑に調整が行われるように以下の実施体制を構成するこ

とで合意されている。 

・ Project Supervisor（プロジェクト全体の総括）：調査開発庁長官、及び、水資源総局長 

・ Project Director（プロジェクト実施の責任者）：水資源研究センター長、及び、水資源管理

局長 

・ Project Manager（プロジェクト実施者）：Project Director が任命する者（DUWRMT 長を想

定） 

 

JICA プロジェクト専門家は Project Director へ助言を行いつつ、DUWRMT 長と関係各局、

パイロット RBO、PJT からの C/P とともに事業を実施することになる。 

プロジェクトではガイドライン・マニュアルの作成、RBO スタッフの研修実施、RBO への

カウンセリングシステム形成等多岐にわたる活動に携わるため、タスクごとに省内等の人材を

集めてワーキンググループを形成することになる。 

なお、平成 19 年 9 月の第 1 次事前評価調査時に依頼したプロジェクト準備のためのワーキ

ンググループ（省内関係部局によって構成）が平成 19 年 11 月に設置されており、協同体制の

整備は準備が進んでいる。 

（3）今後の予定 

第 2 次事前評価調査の結果をもとに JICA 本部で実施準備を行い、JICA インドネシア事務所

と公共事業省の間で R/D 署名を行う。 

その場合、本件プロジェクトの長期専門家（2 名の予定）は派遣前の研修を経て、平成 20

年 7 月頃には現地に着任することになる。 

短期専門家については、長期専門家着任後の現地活動の中で、担当分野とその TOR（プロ

ジェクト 3 年間の中での活動の位置づけを含む）が検討されることになる。 

（4）その他留意事項（参考情報含む） 

1）プロジェクトの拠点 

現在、水資源管理局により本省、水資源研究センターによりバンドンにプロジェクト用の執

務室が確保されている。さらに DUWRMT の拠点としてソロにも専門家用執務室が用意され

る予定。 

プロジェクト開始後しばらくは、ジャカルタ、バンドンが主な活動、DUWRMT の活動が本

格化するに従って、ソロへ拠点が移っていく拠点になるものと思われる。 
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インドネシア側には、プロジェクト実施期間中、上記 3 拠点に執務室が必要な旨 M/M で確

認した。 

2）他ドナーの動向 

世銀では水資源管理計画に関わるガイドライン作成への協力を検討中である。また、ADB

ではアジア・太平洋地域における Knowledge Hub の形成に関連してインドネシアへの協力を

検討中にある。 

本件プロジェクトでは、これら他ドナーの成果を取り入れて、DUWRMT が同省の情報・知

識の拠点となるように進めていくことが必要であり、各ドナーとはその事業の進捗にあわせて

情報交換を進めることが必要と思われる。JICA 本部においても ADB との連絡調整を図る必要

がある。 

（5）団長所感 

1）今回の技術協力の目的は、2004 年に制定された水資源法に基づき流域ごとに設置された流

域管理機関（RBO）の能力向上のために、新たに設置される水資源管理技術普及機関

（DUWRMT）を中心とした研修及びガイドライン・マニュアルの作成、技術的助言の支援

の仕組みを構築することである。よって、DUWRMT が可能な限り早い時期に公式な機関と

して法的に設置されることが、プロジェクトの円滑な進展及び協力成果の発現、そして、そ

の後の多くの RBO の流域管理に関する能力向上にとって非常に重要である。 

DUWRMT の設置に関し、「イ」側の準備と計画がどのようになっているかを確認すること

が、第 2 次事前評価調査の重要な課題の一つであった。「イ」側の説明によれば、現在、水資

源研究センター（RCWR）の傘下にあるソロの河川研究センターを中心とした組織の改組を

検討しており、公共事業大臣の決裁により DUWRMT の設置が可能であるので、平成 21 年 1

月頃には正式な機関として発足させたいとのことであった。 

全く新たな組織を設置するのではなく、既存の組織を改組し DUWRMT を設置するという

「イ」側の方針は実現性が高いと思われるので、その設置の手続きが順調に進展し、予定通

り平成 21 年 1 月頃から DUWRMT の活動を開始されることを期待する。 

2）本プロジェクトの成功のためには調査開発庁と水資源総局の緊密な連携と調整が不可欠で

ある。調査開発庁長官及び水資源総局長とそれぞれ面談し、プロジェクトの実施に関し協議

したが、両者とも両組織間の緊密な連携と調整の重要性を十分認識しているとの感触を得た。

また、本プロジェクトの Project Director として予定されているそれぞれの組織の実務責任者

である水資源研究センター長及び水資源管理局長との協議においても両者がその重要性を

十分認識し、密接な協力を行おうとしている姿勢が感じられた。 
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第5章 調査結果 

5－1 PCM ワークショップ 

（1）ソロ河川研究センターでのワークショップ 

1）日時：3 月 6 日 11:00−14:30 

2）出席者：インドネシア側：14 名（RCWR より 4 名、ソロ河川研究所より 4 名、BBWS ソロ

1 名、BBWS（流域管理機関）ブランタス 1 名、BBWS セラユオパク 1 名、BBWS プマリジ

ュアナ 1 名、DINAS（中部ジャワ）1 名、PJT I 1 名） 日本側：4 名 

3）目的と内容：ソロの関係者からの現状の問題点の聞き取りを中心に、プロジェクトについて

広く意見を聞くことを目的に実施した。PCM 手法の説明（PDM の各要素の定義と、PDM

の読み方を中心に説明）を行い、本プロジェクトの PDM 案を示して、RBO の現状の問題点

を含め、出席者の意見、コメントを求めた。 

4）出席者から様々な意見が出たが、プロジェクト全体の戦略、活動の方針については、理解と

合意を得ることが出来た。また、PDM の修正を求める意見は見当たらなかった。以下に、

出席者から出された意見の概略を示す。 

 

出席者からの意見 

 

プロジェクト全体のコンセプトについてのコメント 

 まず、中央政府下の RBO を研修し、その後、対象を広げていく戦略については正しいと

考える。 

 

アウトプットおよび活動内容についてのコメント 

 アウトプットについて：アウトプット 2 として示されているガイドラインの整備であるが、

RBO のタスクと、維持管理の責任に関するものを作成して欲しい。例えば、洪水警報シ

ステムが故障したら、どの組織が対応するのか現状でははっきりしていないという問題が

有る。 

 河川管理、水資源管理のガイドラインを作成して欲しい。 

 研修について：RBO の研修であるが、トップマネージメントには講習とディスカッション

形式が良い。中間管理職には、ガイドラインを用いた研修、現場のスタッフには、マニュ

アルが必要である（BBWS）。 

 セミナーと研修をインドネシア全土で開催して欲しい。 

 まず、30 の政府直轄の RBO から始めるのは正しいと思う。しかし、研修は TOT のみを考

えているのか？ それともモデル流域で普及ユニットのイニシャルオペレーションを支援

するのか？（プロジェクトの活動内容では、DUWRMT を設立し両者を行う） 

 プロジェクトに期待したい分野は、水質、施設管理、資産管理、他機関との調整について

である（PJT）。 

 どのような内容の研修を行なうのか。プランニングや設計の研修も必要だと思う。 
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研修のリソースについてのコメント 

 RBO のスタッフは年齢層が高い。二三年後には定年を迎える職員も多い。OB は、リソー

スパーソンとして職員の研修に関わる計画が有るのか？ 

 PJT I は、プロジェクトへの貢献として、例えば ISO9001 取得の経験、その他、水資源管理

に関する経験（配水、水質、流量測定、洪水警報等）を喜んで提供する。 

 

普及ユニットについてのコメント 

 ソロの河川研究センターが DUWRMT に改組されると、今までの河川センターの機能はど

の組織が執行するのか。（水資源研究所の考えでは他の機関が代行する予定） 

 プロジェクトは 5 月からの開始ということだが、実施スケジュールは見せてもらえるのか。 

 PBBWS Serayu-Opak は、BLU になることを希望している。普及ユニットが支援してくれる

のを歓迎する。 

 BBWS Pemali-Juana も BLU 化の方向で検討している。しかし、PTPA が機能していない。

Klambu Kudu 堰と Kedung Ombo 貯水池が収入の柱である。 

 

所感：RCWR スタッフは USAID のログフレームの知識が有るということであった。しかし、

その他の出席者は、ログフレーム或いは PCM 手法などのプロジェクトの計画立案手法

について全く知識が無かった。加えて、英語でのコミュニケーションが困難な出席者が

見受けられたこと、時間が限られていたこと（正味 2 時間）等の悪条件は有ったが、そ

うした中でも、各出席者から意見は聞き、プロジェクトのフレームについては、概ね理

解を共有することが出来た。 

 

（2）ジャカルタ調査開発庁でのワークショップ 

1）日時：3 月 17 日 9:00−11:00 

2）出席者：合計 20 名 インドネシア側：14 名（水資源管理局より局長を含め 3 名、水資源研

究所より 9 名、調査開発庁より 2 名） 日本側 6 名 

3）目的と内容：プロジェクト策定の最終段階として、JICA 調査団と、イ国側関係者で、PDM

の最終案について具体的なレベルでの意見の交換を行った。PCM 手法の概略説明に続き、

PDM 案を示して、公共事業省関係者の意見、コメントを求めた。また、PO（活動計画書）

についても、意見交換を行い、合意した。 

インドネシア側は、PDM 案に概ね同意し、以下に示す事項の修正を経て、同意に至った。

また、PO（活動計画書）についても、大きな変更はなく、活動の主体を担うインドネシア側

の意見を取り入れて微修正し、より現実的な計画として修正し、合意を得た。 

(a) 外部条件の追加：活動の外部条件として、「普及ユニット（DUWRMT）の成立に関する法

的な手続きが遅れない。」を追加。 

理由：DUWRMT 設立の進捗がプロジェクト全体の進捗に影響を与える事を鑑み、インド

ネシア側の提案により追加した。 

(b) 用語の修正：モデル流域、モデル RBO を、それぞれパイロット流域、パイロット RBO に

変更。 
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理由：モデル流域、モデル RBO とした場合、標準的な流域や RBO で、そこでの活動や教

訓を他の地域に同じように展開すると言う意味合いが強いが、このプロジェクトの

場合は、研修やカウンセリングシステムを構築する上で参考となる課題を含んでい

る流域、或いは RBO という意味合いであるため、パイロットと変更した。 

(c) 投入：短期専門家の派遣予定分野の例を、インドネシア側の要望に応じて一部変更 

 Flood and Drought Management（Flood Management より変更） 

 Sedimentation Management（Sedimentation Control より変更） 

 Public Participation を追加（住民への啓蒙、協力がないと効果的な水資源管理は不可能との

インドネシア側の強い要望から） 

5－2 協力の枠組み －（ワークショップで合意された）プロジェクトの内容（PDM） 

ワークショップで合意されたプロジェクトの内容を以下にとりまとめて示す。なお、PDM 案（和

文、英文）は付属資料に示すとおりである。 

（1）協力期間：2008 年～2011 年（3 年間） 

 

（2）裨益対象者及び規模等 

直接裨益者：水資源管理技術普及ユニット（DUWRMT）と中央政府下の RBO スタッフ(*) 

間接受益者：対象となる 30 流域の住民 

 

（3）対象地域：中央政府下 RBO の管理する流域 

 

(*) 総スタッフ数 8,400 名。但し、研修の対象となるスタッフの数については、今後確認する

必要がある。 

 

（4）プロジェクトの要約 

【①プロジェクト目標】 

 DUWRMT による河川流域機関（RBO）の実践的流域管理能力強化システムが確立される。 

【指標】 

・ 河川流域機関（RBO）の流域管理能力強化システムに関する定期的な会合が、DGWR（水

資源総局）/ RCWR（水資源研究センター）/ PJT（Jasa Tirta 水公社）等の関係機関を交え、

DUWRMT によって開催されている。 

・ DUWRMT による能力強化システムの年間実施計画が策定されている。 

 

【②上位目標】 

 河川流域機関（RBO）の実践的水資源管理の実施能力が流域レベルで強化される。 

【指標】 

・ ガイドライン/マニュアルが整備され、流域の河川流域機関（RBO）に利用されている。 

・ 河川流域機関（RBO）が流域でグッドプラクティスを実践している。 

・ DUWRMT がインドネシア国内で水資源管理のナレッジハブとして機能している。 
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【③成果（アウトプット）と活動】 

【成果 1】DUWRMT が河川流域機関（RBO）の研修を行う十分な能力を備えている。 

【活動】 

1-1. DUWRMT の業務範囲 / 職責 / 組織等を明確にする。 

1-2. DUWRMT スタッフに OJT を通じた訓練をおこなう。 

1-3. 河川流域機関（RBO）への研修計画を関連機関（DGWR/RCWR/PJT 等）と連携して作

成する。 

1-4. 河川流域機関（RBO）の研修教材とカリキュラムを作成する。  

1-5. 河川流域機関（RBO）の研修を実施し、結果をモニタリングする。 

【指標】 

・ 適切なカリキュラム/講師/教材が揃い、活用されている。 

・ 河川流域機関（RBO）への研修が計画通りに実施されている。 

 

【成果 2】水資源管理に関わる優先分野のガイドライン/マニュアルが河川流域機関（RBO）の

ために整備されている。 

【活動】 

2-1. ガイドライン/マニュアルの作成計画を策定する。 

2-1-1. ガイドライン/マニュアルの現状を調査・把握する。 

2-1-2. ガイドライン/マニュアル作成の優先分野を定める。 

2-2. ガイドライン/マニュアル作成のために流域でのグッドプラクティスを検討する。 

2-3. ガイドライン/マニュアルを作成する。 

2-4. 研修/カウンセリングの結果を受け、ガイドライン/マニュアルを改訂する（*）。 

（* 活動 2-4 は、帰国報告会でのコメントを受けて追加） 

【指標】 

・ ガイドライン/マニュアルが実践的で質も確保されていること。 

・ ガイドライン/マニュアルが河川流域機関（RBO）への研修に用いられている。 

 

【成果 3】河川流域機関（RBO）に対するカウンセリングのメカニズムが構築される。 

【活動】 

3-1. パイロット流域/パイロット RBO を選ぶ。 

3-2. カウンセリングの手続きを定める。 

3-2-1. カウンセリングの専門家を選ぶ。 

3-2-2. カウンセリングの事務手続きを定める。 

3-3. カウンセリングの専門家を訓練する。 

3-4. 流域でのカウンセリングを実施し、結果をモニタリングする。 

【指標】 

・ DUWRMT によるカウンセリングの仕組みが DGWR/RCWR/PJT 等の関係機関との連携で

出来上がっている。 

・ カウンセリングの仕組みがパイロット流域での試行を通じて改善されている。 
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・ DUWRMT が質の高いリソースパーソンを備えている。 

 

【④投入（インプット）】 

日本側 

1) 専門家派遣 

長期専門家 2 名 

 チーフアドバイザー（全般/能力強化） 

 ガイドライン整備/研修/業務調整 

短期専門家 （想定される派遣分野） 

*河川管理 *洪水/渇水管理 *配水/低水管理 *灌漑用水管理 *河川施設管理/O&M 

*環境/水質管理/堆砂管理 *財務管理評価 *住民参加 

 

2) 研修員受け入れ 年間 5 名程度（3 年間合計 15 名程度） 

 

3) 供与機材 

*流量観測用機器 *水質モニタリング機器 *構造物点検用機器 

*データ処理装置（ソフトウェア含め） *現場踏査用車両 * オフィス用事務機器 

 

インドネシア側 

1) カウンターパート人材の配置： 

プロジェクトダイレクター2 名（RCWR センター長と DWRM 局長） 

プロジェクトマネージャー1 名（DUWRMT 長） 

その他のカウンターパート 

DUWRMT：DUWRMT 長とスタッフ：約 40 名 

（主にソロの河川研究センターから異動予定） 

カウンセリングエキスパート：15 名程度（DGWR/RCWR/RBO/PJT 等から派遣予定） 

 

2) 施設の提供：公共事業省内の専門家用執務室（ジャカルタ、バンドン、ソロ） 

 

3) ローカルコスト：RBO の研修費用、カウンターパート人件費、国内旅費、光熱費通信費な

どプロジェクトの現地業務に必要な経費 

 

【⑤外部要因（満たされるべき外部条件）】 

活動に対して 

(1) ソロの研修施設の建設が遅れない。 

(2) 普及ユニット（DUWRMT）の成立に関する法的な手続きが遅れない。 

 

アウトプットに対して 

(1) 訓練された DUWRMT のカウンターパートスタッフが異動しない。 
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プロジェクト目標に対して 

(1) DUWRMT の人材と予算が確保されている。 

(2) インドネシア政府の水資源管理に関する政策が大幅に変更されない。 

5－3 活動計画（PO）案 

3 月 17 日のワークショップ、翌日の協議で日本、インドネシア側双方に合意された PO 案（和文、

英文）の内容は付属資料に示すとおりである。尚、インドネシア側の予算年度は、カレンダーイヤー

と一致しており、1 月から 12 月である。 

5－4 RBO 現地調査結果とこれを踏まえた DUWRMT の枠組 

（1）現地調査概括 

RBO（Balai Besar 及び Balai）は 2007 年に設立されたばかりであり、フル稼働にはほど遠

い状態が現状である。 

a. まだ水資源管理をカバーする業務がフル稼働でないため、バライ自身、水資源管理の課題を

具体に認識できていない。 

b. プロジェクトベースの組織から、水管理の組織へのマインドセットの変化が必須。 

c. 一般に、州政府が未だ河川管理（水配分）と灌漑の O&M を管理しており、地域の水管理向

上のためには州政府も併せた強化が必要である。本プロジェクトの対象は 30 の RBO であ

ることから、上記の課題への方策を検討することが必要。 

d. 上記を考慮すれば、州政府を本プロジェクトの対象とすべきであるが、JICA のターゲット

は RBO であり、いかに州政府に本プロジェクトの効果を裨益させるかが重要な課題。 

e. PJT（水管理公社）のある流域は、水資源管理 O&M は PJT によって実施される部分が多く、

このことから本 JICA プロジェクトへの PJT のリソースサイドとしての参画が必要。 

f. RBO においては、特に O&M の能力強化が緊急に必要。  

g. RBO の管理予算の不足が共通の課題となっており、対処は喫緊の課題。 

 

（2）現地調査結果を踏まえた DUWRMT の枠組み検討 

a. 抽象論は排除して現場の課題に適応した、実質的な水資源管理にフォーカスする。 

b. 水利権と水配分、河川管理、洪水と渇水マネジメント、水資源施設の O&M、および事務的

管理マネジメント（利害関係者や住民の参加、水源地域の人々の生活再建ほか）が、能力強

化の主たる分野である 

c. 技術的事項に関連した（あるいは基礎となる）管理事項が重要であり、水配分、建設による

移転と生活再建、環境への影響の緩和などは重要である。 

d. 現況の課題を探る際に、洪水や低水管理の実例の検証が有効。 

e. データベース、データマネジメントは DUWRMT の対処すべき主要項目のひとつ。 

 

（3）DUWRMT の枠組み 

a. 水資源研究所アリ所長との協議の中で、現在の河川研究センター（ソロ）を組織改革して

DUWRMT にする、という方向性を打ち出した。ゼロからの新設では、組織的に困難も予想
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されるが、組織改変としてベースがあれば、設立の確度は高いものと想定される。この場合

の 法手続きは公共事業省の内部の話となるので、公共事業大臣の Decree のみで可能であ

ることも実現性を高めている。また、DU の設置場所についても、ソロとする理由が明確に

なる。一方、留意すべきは RBO を所管している水資源総局と研究開発庁の両機関が、共に

DUWRMT の設置と運用に積極姿勢でなければ、本件は成功しないということである。河川

研究センターは調査開発庁の傘下の組織であることから、水資源総局の積極参加を常に確保

する必要があり、このためには水資源総局の意向を充分に反映した組織構築が必須である。 

b. DUWRMT の規模としては、研修、ガイドラインのメンテナンス、能力強化枠組み策定に

35 名、RBO に対しての Home Doctor としての支援（カウンセリング、コンサルティング）

に 15 名の計 50 名程度が、フル稼働時に必要と算定した（内訳は下記のとおり）。現在の河

川研究センターの規模は 50 名体制であり、これを順次 DUWRMT の業務に置き換えていく

手順になる。この際、従来の河川研究所で所管していた業務は、必要な部分は残し、水資源

研究所で分担できる部分はそちらに移管する、という方向性で進めていくことをアリ所長と

確認した。 

 

（参考）現在の河川研究センターの人員配置と、DUWRMT の構成 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

The Organization reform is expected as follows, 
 River Center in Solo expected to be reformed to the core of DCWRMT 
  present number of staffs is 50 
  Head    ----- 1 
  Technical administration sub div. ----- 26 
  Technical program and service section ----- 13 
  Functional staff   ----- 10 
  Organization reform to Dissemination Center 
  Head    ----- 1 
  Technical Administration Sub Div. ----- 7 
  Technical Program and Service Section ----- 30~34 
  Home Doctor   ----- 15 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＊personnel composition (draft of skeleton part) 
  DUWRMT Head   ----- 1 
  Technical Administration Sub-Division  
  Sub-Division Head   ----- 1 
  General affaires    ----- 2-3 
  Financial/Accounting   ----- 3 
 Technical Program and Service Section 
  Section Head    ----- 1 
  Program Planning section   ----- 3 
  Guidelines/Manuals maintenance section ----- 3-4 
  Stakeholder coordination section  ----- 3 
  Data collection/ processing section   ----- 4-5 
  Water allocation and distribution management  ----- 4-5 
  Flood management    ----- 4-5 
  Facility Maintenance    ----- 4-5 
  Social consideration 
  (land acquisition and resettlement management) ----- 2-3 
 sub total      ----- 35 
  Home Doctor     ----- 15 
  Total (in full operation)    ----- 50 
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Personnel in charge of Home Doctor(HD) are from DGWR, RCWR, PJT, and Expertise in Indonesia. 

GOI should prepare budget for organize and dispatch HD to job sites. 
Number of staffs for the Home Doctor job supposed to be 15 at the moment, and they are appointed 
by DG. (They may have another post) 

 
＊Assignment of Lecturers 

a． Research Center of Water Resources 
b． Directorate General of Water Resources 
c． PJT I,PJT II 
d． Professor from Universities 
e． Japanese experts(assigned during initial operation) 

・ River administration---Ministry of Land Infrastructure and Transport(MLIT) 
・ Water allocation and distribution---Japan Water Agency(JWA) 
・ Construction and rehabilitation work---JWA, MLIT 
・ O&M of water resources facilities---JWA  
・ Administration---JWA, MLIT, Private companies  

------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 

c. DUWRMT はトレーニングセンター機能と共にホームドクター機能を持つことが必要。現地

調査の結果、DUWRMT に対する希望としてセンターでのトレーニングに加え、専門家を派

遣してのカウンセリング、コンサルティング、ならびに OJT のニーズが大きいと認識した。

DUWRMT の構成として下記の枠組みを想定する。なお、水資源研究センターは現況で上記

の機能も持っている。 
Center--- Training using guidelines, manuals, etc 
Home Doctor--- Dispatch experts to project office when needed  

Counseling, Consulting, and On the job training 

d. 能力強化の対象とする階層は、幹部（意思決定者クラス）、準幹部（課長、係長クラス）、一

般職員（基礎能力強化が必要なクラス）の 3 階層に分けることが適切。 

・ High class--- Head of Balais, Department directors of Balais, etc 
Mind set “from construction oriented RBO to management oriented RBO” 

a) assurance for quality of operation and management 
lectures by experts including private company 
ISO study 

b) effective enforcement of the budget, cost evaluation, 
lectures by experts including private company and public sector(Bank’s experience(abolish or 
merge), electric company, water board, etc) 

c) basic capacity for water resources management 
water policy, strategy, water allocation, distribution 
river administration, water resources development 
water resources management 

・ Middle class--- division directors and section chief of Balai, etc 
participate in formulation of guidelines, manuals with experts 

a) practical water resources management (lecture in DUWRMT) 
administrative---water allocation & distribution, land acquisition, budget management, 
personnel, stakeholder regulation 
technical--- facility management, facility operation, data management, etc 

b) dispatch “Home Doctor” from DUWRMT 
counseling, consulting by a home doctor 
OJT training 

・ Basic class--- lower than Middle class 
lecture on DUWRMT、On the job training 
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e. モデル流域の考え方として、DUWRMT の枠組み構築（水資源管理に関する good practice 実

施例の収集＝ガイドライン/マニュアル、ならびに実施に向けての取り組みへのサポート手

法の検討など）に際して実際に参画し、自らの流域管理を他に移転可能な形で整理すること

を役割とした「モデル流域」として設定する。「イ」国内の RBO も水資源管理レベルに差

があり、管理レベルの高い流域、中程度の流域、途上レベルの流域の３区分を設定し、これ

に相当する流域を総合的に選定する。また、ジェネベラン流域については JICA Study の成

果を本技プロに活用するためにも、引き続きモニターし、結果を適用する参照流域（モデル

流域に準じる流域）として設定する。 

River basin for advanced water resources management in Indonesia   
  --- Brantas River Basin  
Mediate level water resources management 
  --- Selayu-Opak or Pemali-Juana 
In the course of developing water resources management 
  --- Sumetera or Bali-Penida  
Jeneberang river basin has been achieved capacity development by the assistance of JICA, so the out 
put of Jeneberang study is worth to be referenced 

注） 

・ Brantas 流域については、日本としてインフラ整備を通しての技術支援を実施してきた流

域であり、現在その蓄積は PJT I 水管理公団に引き継がれている。今回の DU を通じての

水資源管理能力向上にあたり、この蓄積をリソースサイドとして生かすことが、本プロ

ジェクトの成功に繋がることは疑いのない事実である。このことから、パイロット流域

のうち、先進的流域としてブランタス流域を設定することとした。対外的には、ADB の

Japan Special Fund のプログラムとして、アジア地域で５つの河川流域を選定し、その流

域の水資源管理の向上のためのプログラムを策定する、というものである。「イ」国はモ

デル流域の一つに挙げられており、ADB はブランタス流域をノミネートしていた。JICA

プロジェクトのパイロット流域の一つ（先進的流域）をブランタスとすること、ADB プ

ロジェクトは JICA プロジェクトとの重複のないようにする、という仕切りで ADB と協

議し、ADB はモデル流域をブランタスからソロに変更し、DUWRMT と重複するような

組織は設置しない、という方向で合意した。 

・ 中程度の管理レベル（インドネシア国内での）として、DGWR の推奨したパイロット RBO

は、ジョグジャカルタの BB Serayu-Opak と、スマランの BB Pemari Juanna の二つの RBO

である。この背景には、両 RBO が、発電や水道などの利水者から管理料金を徴収できる

BLU の適用のモデルに指定されており、今後の展開のキーになる RBO であることがあげ

られる。現地ヒヤリングの結果は、BB Serayu-Opak が、所長を中心に本 JICA プロジェク

トに対して参画していく取り組み姿勢が際だっていたことなどから、BB Serayu-Opak を

パイロットプロジェクトの候補として提示した。 

・ 水資源管理面で遅れているRBOとして水資源総局は、BB Sumatera II、ならびにBali Penida

を候補に挙げた。両者をヒヤリング、現地調査を実施した結果、JICA プロジェクトに対

する取り組み姿勢、実施プロジェクトの範囲が広い BB Sumatera II をパイロットプロジェ

クトに選定するのが適当と判断した。 
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5－5 ガイドラインの分野 

（1）ガイドライン策定の考え方 

① 日本流ガイドライン適用について 

日本流ガイドラインは、「条文」と「解説」からなり、条文で考え方や枠組みを記述し、解

説で条文の趣旨や適用について補足説明する形態が通例である。これは、ベースとして「基準

類は一通り整っており、それを所管する省庁の監理レベルもそこそこで、実施機関職員の能力

レベルもトータルとして業務執行上必要な能力の許容範囲にある場合」のガイドラインである。

このレベルでのガイドラインは「イ」国にも必要で、実際この種のガイドラインは現在でも分

野毎に相当数あると推定される。ただ、１月の RBO 現地視察で認識したのは、まずは「日本

で常識として備えている基礎知識、その実践手法、課題に対する検討のフロー、監督機関や実

施機関のガバナンス能力」などがバラバラなレベルにあり、日本流のガイドラインだけでは、

現況の改善には不十分だ、ということである。具体的には、例えば「流量観測」については、

具体の実施手法、計算手法、まとめの様式、などマニュアル的なものがないと実施が危ぶまれ

ること、河川水の取水配分については、配分の決定手順（関係機関との協議手順、その際必要

なデータ作成手法等）と農業用水の必要量計算の基礎手法、などの具体事例を記述することが

必要ということである。 

② ガイドライン整備手順の考え方 

上記の状況を考慮すると、「具体の事象に対しての実施事例」をモデル流域で構築/収集・整

理し、これをベースにガイドラインを策定する、という手法が RBO への理解を深める点で有

効であると考える。すなわち、条文、解説→実施例収集ではなく、実施例構築・収集整理→条

文、解説記述 の手順である。 

③ モデル流域の役割 

上記②により、モデル流域の役割は具体事例の構築/収集・整理を DUWRMT の支援の下で

実施し、自らに資するとともに他の RBO への good practice として提供することであり、ガイ

ドライン、マニュアルの構築時点から参画が必要である。 

④ ジェネベランの成果 

上記③に関してジェネベラン川流域の成果を活用し、これを下敷きにして他の流域の水資源

管理事例を収集、整理/構築していくことが効果的である。JICA の支援の継続性の点からも、

モニタリングを実施していく。 

（2）ガイドライン整備実施手順 

① 当初の取り組み案 

当初は、まずガイドラインの構成を示し、そこで今回の技プロで扱う範囲をインドネシア側

で絞り込む。マニュアル類の検討は、ガイドラインとして作成する範囲を絞り込んでから、検

討する、としていた。インドネシアサイドへの要望としては、i）ガイドラインの項目の過不

足、ii）（ガイドラインとマニュアルの区別をしたうえで）ガイドラインのどの項目について

既存のガイドラインがあるか、iii）ガイドライン作成範囲の絞込み、iv）ガイドラインのどの

項目について既存のマニュアルがあるか、を明らかにすることであった。 
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上記について、調査・とりまとめを依頼したが、ガイドラインの種類と数が非常に多く、そ

れらの解析が短期間にはできない（インドネシア語であり、当方が検討するにはさらに英訳が

必要）ことから、作業は進捗しなかった。インドネシアで収集したガイドラインと日本の「水

資源管理」、「河川管理」のそれぞれのガイドラインの対比からは、「水資源管理」の部門では、

日本に対するインドネシアの対応部分が比較的あるが、「河川管理」の部分ではインドネシア

側のガイドラインが極めて少ない結果となっている。河川管理の実践面で、インドネシアが遅

れていることを示す一つの指標であると考えられる。 

② インドネシアサイドからの依頼 

３月の JICA 調査団の来イと前後して、研究所の担当部長から水資源総局 Imam 局長の意向

として、世銀の調査で打ち出した項目のガイドラインを JICA プロジェクトで整備して欲しい、

ということが示された。世銀のプロジェクト（study）で、BWRMP (Basin Water Resources 

Management Plan：1999~2000) と、BWRM (Basin Water Resources Management:2002 に study が

完了) の二つがある。このうち、「BWRMP の方は水資源総局の Imam 局長の部署で 2008 年に

リバイスを行う。一方、BWRM については JICA プロジェクトの中で整備を実施して欲しい。」

という意向であった。 

いずれも、ベースは世銀の調査で項目を打ち出しており、この内容について今後精査（現状

はインドネシア語であるので、英訳が必要。一部を水資源研究所に依頼した）が必要である。

内容が本 JICA プロジェクトにふさわしい項目立てであれば、その項目を叩き台にして整備を

実施していくことが一案である。 

一方で、JICA の 2007 年 9 月の第 1 次事前評価調査で収集したガイドラインのチェックが必

要であり、これについては、JICA インドネシア事務所に重要と思われる４編の英訳を依頼し

た。 

5－6 課題等 

① ガイドラインとして、既往の世銀 study をベースとした「BWRM」を JICA プロジェクトで完成

させて欲しいという要望がある。本件を JICA プロジェクトで実施する合理性と効果を検討する

ため、世銀の study の報告書を英訳（原本はインドネシア語）する必要がある。いくつかの項目

については、水資源研究所に依頼してきたが、このフォローが必要である。 

 

② パイロット流域の選定 

 第 2 次事前評価調査では、ブランタス流域以外については、専門家赴任後現地確認の後決定、

という仕切りとなった。ただし、パイロット流域は、プロジェクト開始時から、できるだけ早

期にガイドライン策定などに参画させることが効果的であり、選定にあまり時間はかけられな

い。 

 RBO 現地調査のとりまとめも、調査可能な範囲ではあるが実施しており、これらをベースに

インドネシア側の意向も踏まえて、早期に決定することが必要である。BB Selayu-Opak に対し

ては、所長に対してヒヤリングを行い、関係資料（BLU の概要）を収集している。 

 

③ ADB のプロジェクトとの関係 
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 ADB のジャボデタベックの 3 つの RBO の強化プロジェクトについては、その進捗と成果を

引き続きウォッチし、成果を DUWRMT の活動と整合させるような誘導が必要である。 

 このためには、ADB の担当者との情報交換はむろんのこと、DUWRMT の位置づけが ADB

のプロジェクトの傘となることを、インドネシアサイドに繰り返し説明し、JICA プロジェクト

の有効性を実証していくことが必要である。 

 

④ ナレッジハブとの関連 

 公共事業大臣はナレッジハブの活動に期待を寄せており、ハブ活動の推進をコミットしてい

る。一方で、現況は自国の RBO を強化することがまずは必要であり、この活動を通じてハブと

しての機能も向上させていくことになる。インドネシアサイドの意向を読み取り、ハブの動き

を JICA プロジェクトの追い風にできるよう、関係機関と密接に連携していくことが求められる。 

 

⑤ Dinus との関係 

 30 流域は、中央政府直轄の流域となるが、これまでの地方分権などのなごりや、RBO 設立後

間もないことなどから、現況では Dinus の水資源管理に対する役割は大きい。地域の水資源管

理を向上させるためには、Dinus を取り込んだプログラムが必要であり、ガイドラインの内容や、

Home Doctor 実施時、あるいは OJT 実施時の Dinus の取り込みを検討すべきである。 

 一方で、Dinus の中には水資源管理の経験の豊富な人材もおり、この活用も検討することが有

効である。 

 

⑥ PJT の取り込み 

 「イ」国の現況では、水資源管理の経験豊富な PJT を本プロジェクトに取り込むことが成功

の大きな要素になる。このためのインセンティブとして、必要経費を支払うなどの事務的措置

と、PJT をリード RBO として位置づける仕組みなどを、インドネシア側と協議のうえ、考慮す

べきであると考える。 

 

⑦ 携行機材 

 インドネシア側からの携行機材に対する要望は、優先順位と併せて聴取した。今後、これら

の必要性と対応可能な枠について精査が必要である。
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第6章 評価 5 項目による評価結果 

3 月 6 日、17 日のワークショップ、並びに現地踏査の結果を踏まえて、評価 5 項目による事前評価

を行なった結果を、以下に取りまとめて示す。 

6－1 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は、以下の理由から高いと判断される。 

 本案件は、「イ」国の水資源管理を担う組織である RBO の能力向上システム（RBO へ研修、

技術ガイドライン・マニュアルの整備、流域の問題解決ためのカウンセリングシステム）の

構築支援を通じて、RBO の人材と組織を強化し、長期的には、水資源管理上の様々な問題へ

の対応の端緒を開くものであり、インドネシア国政府が中期国家開発（RPJM 2004-2009 33

章）の中で述べている開発政策の内容と整合性が高い。 

 

 「イ」国では、流域で発生する自然災害（干ばつ、洪水、土砂崩れ、水質悪化等）への対処

がますます重要になっている。水資源管理を担う RBO の能力強化システムの構築は、長期的

には、家庭、産業への安定的な水の供給、自然災害の発生の抑止、被害の軽減、流域環境の

保全を通じて、社会の持続的な発展をもたらす重要な条件のひとつと位置づけられるため、

同国社会のニーズとの整合性は高い。 

 

 日本国政府の対インドネシア援助方針（2004.11）の重点援助分野として含まれている「公共

財（水と衛生、道路、電力等）の整備及びそれら公共サービスの維持管理体制の改善、頻発

する洪水・土砂災害、渇水等の自然災害対策等の支援」また、「天然資源管理に携わる中央及

び地方政府の行政能力向上と体制強化、人材の育成、国民各層への環境教育の普及等を通じ

ての支援」の内容と、本プロジェクトの目指す内容との整合性が高い。 

 

 日本は、統合的水管理の分野において、世界で最高水準の技術と経験を有している。インド

ネシア、日本ともに、モンスーンアジアの気候下に有り、水資源環境が類似しているため、

日本の技術と経験は、直接、間接に「イ」国に有効に応用出来る。 また、これに加えて、日

本が蓄積してきた、組織管理と人材開発のノウハウも、RBO の能力開発に適用出来るものと

考えられるため、技術面からも日本の援助の妥当性は高い。 

6－2 有効性（プロジェクト目標達成見込み） 

以下の理由から、プロジェクトの有効性は高いものと判断する。 

 本プロジェクトでは、３つのアウトプットを介してプロジェクト目標を達成する組立となっ

ているが、それぞれのアウトプットが、事前評価調査等を通じて確認した RBO の現場のニー

ズを的確に捉えている。 

 

 インドネシア国内の現場のグッドプラクティスを有効活用することを含めて、同国の実情に

即した「実践的」な水資源管理技術の普及システムの構築を目指している。 
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 限られた投入（2 名の長期専門家と短期専門家）と 3 年間の協力期間で効果を挙げるために、

重要な活動項目を絞り込み、インドネシア側に活動実施のイニシアティブを委ねることとし

ている。これは、プロジェクトの有効性・効率性を高めるとともに、プロジェクトの自立発

展性を確保する上でも望ましい戦略である。 

6－3 効率性 

プロジェクトは、以下の理由で効率的な実施が見込まれる。 

 プロジェクトは、3 年間の協力期間を通じて、「イ」側の主体的な参加を前提として、策定さ

れている。このため、日本人専門家の投入は、2 名の日本人長期専門家と短期専門家の合計

で 120（M/M）以内と見込まれ、従来の技術協力プロジェクトに比して少ない。この実施体

制は、プロジェクトの効率性を高めるのに効果的である。 

 

 一方、「イ」側からの投入は、2 名のプロジェクトダイレクター、１名のプロジェクトマネー

ジャー他に加えて、DUWRMT のスタッフが、フル稼働時には 40 名程度、また、カウンセリ

ングのための専門家として、フル稼働時に 15 名程度を見込んでいる。両者の合計は最大 55

名程度となるが、DUWRMT は、ソロに在る河川研究センターの組織改編で設立される予定

であり、旧組織の人材の異動を中心に賄う予定であるため、新たな組織を作る場合に比して

円滑に進むものと期待される。 

 

 組織の改編による人材の確保は、現有の人材を、時代の要請に合わせて再活用するという意

味でも、効率性の向上に貢献している。カウンセリングのための人材については、

DGWRD/RCWR/PJT 等の組織からの派遣を中心に成される予定であるが、RBO からも、長年

の経験を有する OB の活用を検討しており、効果的な投入がなされるものと評価する。 

6－4 インパクト 

各種の正のインパクトが生じると予想される。現時点で、負のインパクトは想定されない。 

 上位目標（予想される正のインパクト）の達成見込は高い。水資源管理技術普及の核となる

組織として DUWRMT が一定の規模の組織として設立される予定であることから、水資源管

理技術の普及の基礎が築かれる可能性は高い。また、プロジェクトがインドネシア側の主体

的な参加を重視して実施されるため、協力期間終了後にも、インドネシア側の自立的な活動

の継続が期待出来ることから、上位目標の達成が見込みは高いと思われる。 

 

 プロジェクトが人々の日常生活の各局面での基礎となる、流域の水資源管理を扱うものであ

ることから、その実施を通じて、長期的には、様々な正のインパクトが生じることが予想さ

れる。負のインパクトは、プロジェクトの性質上、今のところ想定されない。 

6－5 自立発展性 

本プロジェクトの自立発展性は、概ね高いものと見込まれる。 
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 本プロジェクトは、インドネシア国の開発政策、社会のニーズと高い整合性を有しているた

め、プロジェクト活動の継続に対する「イ」国政府からの政策的な支援が、将来に亘って期

待出来る。 

 

 また、本プロジェクトは、水資源管理技術普及の核となる組織として DUWRMT を設け、活

動の実施を「イ」国側カウンターパート、或いはリソースパーソンの主体的な参加を重視し

て行なうことから、「イ」国内の、水資源管理技術の普及の基盤が築かれる可能性は高い。 

 

 一方、懸念材料も無い訳ではない。ターゲットグループである RBO の人員構成は、現状で既

にシニア層が大半を占め、協力期間終了後に定年を迎える職員を多く抱えている。 

 

 プロジェクトでは、豊富な経験を有する RBO の OB スタッフのリソースパーソンとしての再

活用も検討しており、自立発展性の維持に有効と思われるが、新規採用を含めた RBO の人員

増強には、「イ」国政府の早期の対応が求められる。 

 

評価結果の総括表を以下に示す。 

評価結果総括表 
評価項目 評価 主な理由 

妥当性 高い (+)インドネシア政府の政策との整合性 

(+)インドネシア社会のニーズとの整合性 

(+)日本の援助方針との整合性 

(+)日本の技術的な優位性 

有効性 高い (+)適切なプロジェクトの組立 

(+)実践的、現場のニーズに則した技術移転 

(+)インドネシア側のイニシアティブの重視 

効率性 効率的な実施が期待出来る。 (+)重要分野に絞った活動 

(+)日本側の効率的な投入 

(+)インドネシア人材の再活用（組織再編） 

インパクト 正のインパクトが期待出

来る。負のインパクトは

見当たらない。 

プロジェクトは人々の日常生活の各局面で

の基礎となる水資源管理を扱うものである

ことから、その実施を通じて、長期的には、

様々な正のインパクトが生じる。 

自立発展性 技術普及の担い手側の自

立発展性は高いと思われ

る。受け手側（RBO）の

職員の拡充、補強が望ま

れる。 

(+)DUWRMT の組織基盤 

(+)インドネシア側イニシアティブの重視 

(+)政策的な支援への期待 

(-)RBO の職員が高齢化している。 
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付属資料 2-1 
PCM ワークショップ出席者リスト（2008 年 3 月 6 日 ソロ河川研究センター） 

No 氏名 所属先 

1 K.Ohara JICA, Jakarta 

2 T.Sadahiro JICA Mission (JWA) 

3 H.Higashino JICA Mission 

4 RUBIYATI JICA, Jakarta 

5 ISNUGROHO Pus SDA  

6 Arie Setiadi Pus SDA  

7 Syam Sahida AM Dinas PSDA Prop Jatgen 

8 Irwan Syafri Balai Sungai 

9 Nasrun Sidqi BBWS Serayu-Opak 

10 Rahardjanto Balai Sungai 

11 Hermono Balai Sungai 

12 Rochadi M BBWS B.Solo 

13 Sudarta Balai Sungai 

14 M.Amir Hamzah BBWS K.Brantas 

15 Waluyo Hatmoko Pus SDA 

16 Joko Widodo PJT1 

17 Tri Rasiyanto BBWS Pemali Juana 

18 Evie Marlina Sekretariat Balitbang 
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ワークショップ出席者リスト（3月17日）





 

付属資料 2-2 
PCM ワークショップ出席者リスト（2008 年 3 月 17 日 ジャカルタ公共事業省） 

No 氏名 所属先 

1 Kazino Sudo Team Leader JICA Mission 

2 Yokito Sugimura JICA Mission 

3 Shinichi Masuda JICA Mission 

4 Takeyoshi Sadahiro JICA Mission 

5 Ohara Katsuhiko JICA Jakarta 

6 Imam Anshori Director, WRM, DGWR 

7 Suwignyo Head of Personnel and Organization, DGWR 

8 Ms. Nur Widayati, 
Section Chief, Sub-directorate of Institution, WRM, 
DGWR 

9 Arie Setiadi Director RCWR 

10 Yudha Mediawan Head Hydrology Experimental Station, RCWR 

11 Waluyo Hatmoko Hydrology Researcher, RCWR 

12 Yushar, Head Program and Cooperation, RCWR 

13 Simon S. Brahmana Water Quality Researcher, RCWR 

14 Moch. Saifu Ridzal Chief Cooperation Section, RCWR 

15 Firdaus Larosa Chief Standard Section, RCWR 

16 Conny Amalia Staff, Cooperation Section, RCWR 

17 Hari Ismanto Staff, Cooperation Section, RCWR 

18 Wida Fitriyan Tirtani, Staff, Cooperation Section, RCWR 

19 Mulya,  
Chief, Cooperation Section, Agency for Research and 
Development 

20 Catherine, Staff, Agency for Research and Development, 

21 Hideaki HIGASHINO JICA Mission 
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源
管
理
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
協
力
期
間

: 2
00

8
年
よ
り

3
年

  
 

 
対
象
地
域

: 中
央
政
府
下
の

R
B

O
が
管
理
す
る
流
域

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

: 中
央
政
府
下
の
河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)と

水
資
源
管
理
技
術
普
及
ユ
ニ
ッ
ト

(D
U

W
R

M
T

) 
(*

1)
  

 
 

 
 

 
作
成

: 2
00

8
年

4
月

14
日

 (
V

er
. 1

.1
) 

 
要
約

 
指
標

 
指
標
の
入
手
手
段

 
外
部
条
件

 
上
位
目
標

 
河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)の

実
践
的
水
資
源

管
理
の
実
施
能
力
が
流
域
レ
ベ
ル
で
強
化

さ
れ
る
。

 

1.
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
が
整
備
さ
れ
、
流
域
の

河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

 
2.

 河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)が

流
域
で
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
を
実
践
し
て
い
る
。

 
3.

 D
U

W
R

M
T
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
水
資
源
管

理
の
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

 

1.
 河

川
流

域
機
関

(R
B

O
)へ

の
質
問
票

 
2.

 河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)へ

の
質
問
票

/
現
地
視
察

 
 3.

 D
U

W
R

M
T
の
報
告
書

 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

 
 D

U
W

R
M

T
に
よ
る
河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)

の
実
践
的
流
域
管
理
能
力
強
化
シ
ス
テ
ム

が
確
立
さ
れ
る
。

  

 1.
 河

川
流
域
機
関

(R
B

O
)の

流
域
管
理
能
力
強
化
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
定
期
的
な
会
合
が
、

D
G

W
R

 
(*

2)
/R

C
W

R
(*

3)
/ P

JT
(*

4)
等
の
関
係
機
関
を
交

え
、

D
U

W
R

M
T
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 
2.

 D
U

W
R

M
T
に
よ
る
能
力
強
化
シ
ス
テ
ム
の
年
間

実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

 

 1.
 定

期
会
合
の
議
事
録

 
2.

 D
U

W
R

M
T
に
よ
る
年
間
実
施
計
画

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
水
資
源

管
理
に
関
す
る
政
策
が
大
幅
に

変
更
さ
れ
な
い
。

 
 D

U
W

R
M

T
の
人
材
と
予
算
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 
 

1.
 D

U
W

R
M

T
が
河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)の

研
修
を
行
う
十
分
な
能
力
を
備
え
て
い

る
。

 
    2.

 水
資
源
管
理
に
関
わ
る
優
先
分
野
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
／
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
河
川
流
域

機
関

(R
B

O
)の

た
め
に
整
備
さ
れ
て
い

る
。

 
  3.

 河
川
流
域
機
関

 (
R

B
O

)に
対
す
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
構
築
さ
れ

る
。

 

  
1-

1.
  適

切
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

/講
師

/教
材
が
揃
い
、

活
用
さ
れ
て
い
る
。

 
1-

2.
  河

川
流
域
機
関
（

R
B

O
）
へ
の
研
修
が
計
画
通

り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
   

2-
1.

 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル
が
実
践
的
で
質
も

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 
2-

2.
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル
が
河
川
流
域
機
関

(R
B

O
)へ

の
研
修
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

 
  3-

1.
 D

U
W

R
M

T
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
組

み
が

D
G

W
R

/R
C

W
R

/P
JT

等
の
関
係
機
関
と

の
連
携
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

 
3-

2.
 カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
流

域
で
の
試
行
を
通
じ
て
改
善
さ
れ
て
い
る
。

 
3-

3.
 D

U
W

R
M

T
が
質
の
高
い
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン

を
備
え
て
い
る
。

 

  1-
1.

  日
本

人
専
門
家
に
よ
る
評
価

 
 1-

2-
1.

 D
U

W
R

M
T
へ
の
質
問
票

/イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

 
1-

2-
2.

 河
川
流
域
機
関
（

R
B

O
）
研
修
生

へ
の
質
問
票

 
 2-

1.
 日

本
人
専
門
家
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル
の
評
価

 
2-

2-
1.

 D
U

W
R

M
T
の
研
修
報
告
書

 
2-

2-
2.

 河
川

流
域
機
関

(R
B

O
)研

修
生
へ

の
質
問
票

 
 3-

1.
 D

U
W

R
M

T
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
報

告
書

 
3-

2.
 カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
河
川

流
域
機
関

(R
B

O
)へ

の
質
問
票

 

  訓
練
さ
れ
た

D
U

W
R

M
T
の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が

異
動
し
な
い
。

 



 

2

活
動

 
投
入

 
 普
及
ユ
ニ
ッ
ト

（
D

U
W

R
M

T
）
の
成
立
に

関
す
る
法
的
な
手
続
き
が

遅
れ
な
い
。

 
 

ソ
ロ
の
研
修
施
設
の
建
設

が
遅
れ
な
い
。

 

1.
 河

川
流
域
機
関

（
R

B
O
）
に
対
す
る
研
修
を
実

施
す
る
。

 
1-

1.
 D

U
W

R
M

T
の
業
務
範
囲

 /職
責

/組
織
等
を
明
確
に
す
る
。

1-
2.

 D
U

W
R

M
T
ス
タ
ッ
フ
に

O
JT

を
通
じ
た
訓
練
を
お
こ
な

う
。

 
1-

3.
 河

川
流
域
機
関
（

R
B

O
）
へ
の
研
修
計
画
を
関
連
機
関

(D
G

W
R

/R
C

W
R

/P
JT

等
)と

連
携
し
て
作
成
す
る
。

 
1-

4.
 河

川
流
域
機
関
（

R
B

O
）
用
の
研
修
教
材
と
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
す
る
。

  
1-

5.
 河

川
流
域
機
関
（

R
B

O
）
の
研
修
を
実
施
し
、
結
果
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

 
 2.

 実
践
的
水
資
源
管
理
に
関
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
。

 
2-

1.
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
計
画
を
策
定
す

る
。

 
2-

1-
1.

 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル
の
現
状
を
調
査
・
把
握
す

る
。

 
2-

1-
2.

 ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
/マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
優
先
分

野
を
定

め
る
。

 
2-

2.
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
た
め
に
流
域
で
の

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
を
検
討
す
る
。

 
2-

3.
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

 
2-

4.
 研

修
/カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
結
果
を
受
け
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
/マ

ニ
ュ
ア

ル
を
改
訂
す
る
。

 
 3.

 河
川
流
域
機
関
（

R
B

O
）
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
組

み
を
作
る
。

 
3-

1.
 パ

イ
ロ
ッ
ト
流
域

 (
*5

) 
/ パ

イ
ロ
ッ
ト

R
B

O
 (

*6
) 
を
選

ぶ
。

 
3-

2.
 カ

ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
手
続
き
を
定
め
る
。

 
3-

2-
1.

 カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
専
門
家
を
選
ぶ
。

 
3-

2-
2.

 カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
事
務
手
続
き
を
定
め
る
。

 
3-

3.
 カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
を
訓
練
す
る
。

 
3-

4.
 流

域
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
結
果
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
。

 

日
本
側

 
<
長
期
専
門
家

>
 

 チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
（
全
般

/能
力
強
化
）

 
 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
整
備

/研
修

/業
務
調
整

 
 <
短
期
専
門
家

>
 

想
定
さ
れ
る
派
遣
分
野
の
例

 
 河

川
管
理

 
 洪

水
/渇

水
管
理

 
 配

水
/低

水
管
理

 
 灌

漑
用
水
管
理

 
 河

川
施
設
管
理

/O
&

M
  

 環
境

/水
質
管
理

 /堆
砂
管
理

 
 財

務
管
理
評
価

 
 住

民
参
加

 
 <
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
本
邦
研
修

>
 

１
５
名
程
度

 (
年
間
５
名

) 
 <
供
与
機
材

>
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側

 
<
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

>
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
イ
レ
ク
タ
ー

 
（

R
C

W
R
セ
ン
タ
ー
長
）

 
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
イ
レ
ク
タ
ー

 
（

D
W

R
M

 局
長

(*
7)
）

 
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 
（

D
U

W
R

M
T
長
）

 
 そ

の
他

 
  D

U
W

R
M

T
 

D
U

W
R

M
T
長
と
ス
タ
ッ
フ

 合
計
約

40
名
（
主
に
ソ
ロ
の
河
川
研
究
セ
ン
タ

ー
か
ら
異
動
予
定
）

 
  カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

（
15

名
程
度

D
G

W
R

 / 
R

C
W

R
 / 

R
B

O
s 

/ P
JT

 等
か
ら
派
遣
予
定
）

 
  <

 R
B

O
 の

研
修
費
用

>
 

  <
土
地
、
建
物

.>
 

  <
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

/事
務
所
備
品
等

>
  <

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

>
 

光
熱
費

、
通

信
費

（
電

話
、

Ｆ
Ａ

Ｘ
等
）

前
提
条
件

 

注
: (

*1
) 

D
U

W
R

M
T

: D
is

se
m

in
at

io
n 

U
ni

t f
or

 W
at

er
 R

es
ou

rc
es

 M
an

ag
em

en
t a

nd
 T

ec
hn

ol
og

y（
水
資
源
管
理
技
術
普
及
ユ
ニ
ッ
ト
）

 (
*2

) 
D

G
W

R
: G

en
er

al
 D

ir
ec

to
ra

te
 o

f 
W

at
er

 R
es

ou
rc

es
（
公
共
事
業
省

 水
資
源
総
局
）

 (
*3

) 
R

C
W

R
: R

es
ea

rc
h 

C
en

te
r 

fo
r 

W
at

er
 R

es
ou

rc
es
（
公
共
事
業
省

 調
査
開
発
庁

 水
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
）

 (
*4

) 
P

JT
: J

as
a 

T
ir

ta
 P

ub
li

c 
C

or
po

ra
ti

on
（

Ja
sa

 T
ir

ta
 水

資
源
公
社
）

 (
*5

) 
パ
イ
ロ
ッ

ト
流
域
：
水
資
源
管
理
技
術
が
、
い
ま
だ
未
熟
な
段
階
か
ら
比
較
的
進
ん
で
い
る
技
術
を
備
え
る
流
域
の
中
で
、
水
資
源
管
理
技
術
上
の
重
要
な
課
題
が
存
在
し
、
研

修
計
画
の
策
定
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

/マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
の
構
築
の
た
め
の
有
益
な
検
討
が
行
な
え
る
も
の
を
２
−
３
ヶ
所
選
択
。

 (
*6

) 
パ
イ
ロ
ッ
ト

 R
B

O
: パ

イ
ロ
ッ
ト
流
域
を
管
理
し
て
い
る
河
川
流
域
機
関
。
（

R
B

O
）

 (
*7

) 
D

W
R

M
：

D
ir

ec
to

ra
te

 o
f 

W
at

er
 R

es
ou

rc
es

 M
an

ag
em

en
t（

公
共
事
業
省

 水
資
源
総
局

 水
資
源
管
理
局
）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

付属資料 3-2 PDM 案（英文）





 

1

付
属

資
料

3-
2 

P
D

M
案

（
英

文
）

 
P

ro
je

ct
 N

am
e:

 C
ap

ac
it

y 
D

ev
el

op
m

en
t P

ro
je

ct
 f

or
 R

iv
er

 B
as

in
 O

rg
an

iz
at

io
ns

 (
R

B
O

s)
 in

 P
ra

ct
ic

al
 W

at
er

 R
es

ou
rc

es
 M

an
ag

em
en

t a
nd

 T
ec

hn
ol

og
y 

in
 I

N
D

O
N

E
S

IA
 

D
ur

at
io

n:
 3

ye
ar

s 
fr

om
 2

00
8 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
T

ar
ge

t A
re

a:
 R

iv
er

 b
as

in
s 

m
an

ag
ed

 b
y 

R
B

O
s 

un
de

r 
th

e 
ce

nt
ra

l g
ov

er
nm

en
t 

T
ar

ge
t G

ro
up

: R
B

O
s 

un
de

r 
th

e 
ce

nt
ra

l g
ov

er
nm

en
t a

nd
 D

U
W

R
M

T
 (

*1
) 

D
at

e:
 A

pr
il

 1
4,

 2
00

8 
(V

er
. 1

.1
) 

N
ar

ra
ti

ve
 S

um
m

ar
y 

V
er

if
ia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
 

M
ea

ns
 o

f 
V

er
if

ic
at

io
n 

Im
po

rt
an

t A
ss

um
pt

io
ns

 
O

ve
ra

ll 
G

oa
l 

T
he

 c
ap

ac
it

y 
of

 R
B

O
s 

re
la

te
d 

to
 

im
pl

em
en

ta
ti

on
 o

f 
pr

ac
ti

ca
l w

at
er

 
re

so
ur

ce
s 

m
an

ag
em

en
t i

s 
en

ha
nc

ed
 a

t t
he

 
ba

si
n 

le
ve

l. 

1.
 G

ui
de

li
ne

s/
m

an
ua

ls
 a

re
 d

ev
el

op
ed

 a
nd

 u
se

d 
by

 
R

B
O

s 
at

 b
as

in
 le

ve
l. 

2.
 R

B
O

s 
ar

e 
co

nd
uc

ti
ng

 g
oo

d 
pr

ac
ti

ce
s 

at
 b

as
in

 le
ve

l. 
3.

 D
U

W
R

M
T

 h
as

 f
un

ct
io

n 
of

 a
 k

no
w

le
dg

e-
hu

b 
on

 
w

at
er

 r
es

ou
rc

es
 m

an
ag

em
en

t i
n 

In
do

ne
si

a 
 

1.
 Q

ue
st

io
nn

ai
re

 s
ur

ve
y 

to
 R

B
O

s.
 

 2.
 Q

ue
st

io
nn

ai
re

 /S
it

e 
su

rv
ey

 to
 

R
B

O
s.

 
 3.

 D
U

W
R

M
T

 R
ep

or
t 

 

P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

 
 T

he
 c

ap
ac

ity
 d

ev
el

op
m

en
t s

ys
te

m
 f

or
 

R
B

O
s 

by
 D

U
W

R
M

T
 in

 p
ra

ct
ic

al
 w

at
er

 
re

so
ur

ce
s 

m
an

ag
em

en
t i

s 
es

ta
bl

is
he

d.
  

1.
 R

eg
ul

ar
 m

ee
tin

gs
 w

ith
 D

G
W

R
 (

*2
),

 R
C

W
R

 (
*3

),
 

P
JT

 (
*4

),
 a

nd
 th

e 
re

le
va

nt
 o

rg
an

iz
at

io
ns

 
co

nc
er

ni
ng

 R
B

O
 c

ap
ac

it
y 

de
ve

lo
pm

en
t a

re
 

co
nd

uc
te

d 
by

 D
U

W
R

M
T

. 
2.

 A
nn

ua
l o

pe
ra

ti
on

al
 p

la
n 

of
 D

U
W

R
M

T
 is

 p
re

pa
re

d.
 

1.
 M

in
ut

es
 o

f 
th

e 
re

gu
la

r 
m

ee
tin

gs
 

    2.
 A

nn
ua

l o
pe

ra
ti

on
al

 p
la

n 
of

 
D

U
W

R
M

T
 

G
O

I 
po

li
cy

 o
n 

w
at

er
 

re
so

ur
ce

s 
m

an
ag

em
en

t 
do

es
 n

ot
 c

ha
ng

e 
gr

ea
tl

y.
 

 B
ud

ge
t a

nd
 s

ta
ff

 o
f 

D
U

W
R

M
T

 a
re

 s
ec

ur
ed

. 

O
ut

pu
ts

 
1.

 D
U

W
R

M
T

 h
as

 s
uf

fi
ci

en
t c

ap
ab

il
it

y 
to

 
co

nd
uc

t t
he

 tr
ai

ni
ng

 to
 R

B
O

 s
ta

ff
s.

 
  2.

 P
ri

or
it

iz
ed

 g
ui

de
li

ne
s 

an
d 

m
an

ua
ls

 a
re

 
de

ve
lo

pe
d 

an
d 

or
ga

ni
ze

d 
fo

r 
pr

ac
ti

ca
l 

w
at

er
 r

es
ou

rc
es

 m
an

ag
em

en
t o

f 
R

B
O

s.
  

  3.
 M

ec
ha

ni
sm

 o
f 

co
un

se
lli

ng
 to

 R
B

O
s 

is
 

es
ta

bl
is

he
d.

 

 1-
1.

 A
pp

ro
pr

ia
te

 c
ur

ri
cu

la
/tr

ai
ne

rs
/te

ac
hi

ng
 

m
at

er
ia

ls
 a

re
 d

ev
el

op
ed

 a
nd

 u
se

d.
 

1-
2.

 T
ra

in
in

gs
 to

 R
B

O
s 

ar
e 

co
nd

uc
te

d 
on

 s
ch

ed
ul

e.
 

 2-
1.

 T
he

 q
ua

lit
y 

an
d 

pr
ac

ti
ca

li
ty

 o
f 

th
e 

pr
ep

ar
ed

 
gu

id
el

in
es

 a
nd

 m
an

ua
ls

. 
2-

2.
 P

re
pa

re
d 

gu
id

el
in

es
/m

an
ua

ls
 a

re
 u

se
d 

fo
r 

tr
ai

ni
ng

s 
to

 R
B

O
s.

 
 3-

1.
 D

U
W

R
M

T
 h

as
 f

or
m

ul
at

ed
 th

e 
m

ec
ha

ni
sm

 o
f 

co
un

se
ll

in
g 

in
 c

ol
la

bo
ra

ti
on

 w
it

h 
D

G
W

R
, 

R
C

W
R

, P
JT

, a
nd

 th
e 

re
le

va
nt

 o
rg

an
iz

at
io

ns
, 

3-
2.

 T
he

 m
ec

ha
ni

sm
 is

 v
er

if
ie

d 
th

ro
ug

h 
th

e 
ex

pe
ri

en
ce

s 
ob

ta
in

ed
 f

ro
m

 th
e 

tr
ia

ls
 in

 th
e 

pi
lo

t 
ri

ve
r 

ba
si

ns
. 

3-
3.

 D
U

W
R

M
T

 h
as

 r
es

ou
rc

es
 o

f 
qu

al
if

ie
d 

co
un

se
ll

or
s.

 

 1-
1.

 E
va

lu
at

io
n 

by
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 E

xp
er

ts
1-

2-
1.

 I
nt

er
vi

ew
/Q

ue
st

io
nn

ai
re

 to
 

D
U

W
R

M
T

 
1-

2-
2.

 Q
ue

st
io

nn
ai

re
 s

ur
ve

y 
to

 R
B

O
 

tr
ai

ne
es

 
 2-

1.
 E

va
lu

at
io

n 
of

 th
e 

gu
id

el
in

es
 / 

m
an

ua
ls

 b
y 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 E
xp

er
ts

 
2-

2-
1.

 D
U

W
R

M
T

 T
ra

in
in

g 
R

ec
or

d 
2-

2-
2.

 Q
ue

st
io

nn
ai

re
 s

ur
ve

y 
to

 R
B

O
 

tr
ai

ne
es

  
 3-

1.
 D

U
W

R
M

T
 c

ou
ns

el
li

ng
 r

ep
or

t 
3-

2.
 Q

ue
st

io
nn

ai
re

 s
ur

ve
y 

to
 

co
un

se
ll

ed
 R

B
O

s 

  T
ra

in
ed

 c
ou

nt
er

pa
rt

 s
ta

ff
s 

co
nt

in
ue

 to
 w

or
k 

in
 

D
U

W
R

M
T

. 



 

2

A
ct

iv
it

ie
s 

In
pu

ts
 

 L
eg

al
 e

st
ab

li
sh

m
en

t o
f 

D
U

W
R

M
T

 d
oe

s 
no

t 
ge

t d
el

ay
ed

. 
 

C
on

st
ru

ct
io

n 
of

 th
e 

tr
ai

ni
ng

 f
ac

il
it

ie
s 

of
 

D
U

W
R

M
T

 in
 S

ol
o 

do
es

 n
ot

 g
et

 d
el

ay
ed

. 
  

1.
 E

xe
cu

te
 th

e 
T

ra
in

in
g 

to
 R

B
O

s 
  

1-
1.

 C
la

ri
fy

 th
e 

T
O

R
/M

an
da

te
/O

rg
an

iz
at

io
n 

of
 

D
U

W
R

M
T

. 
1-

2.
 E

xe
cu

te
 tr

ai
ni

ng
 to

 D
U

W
R

M
T

 s
ta

ff
s 

on
 O

JT
 b

as
is

. 
1-

3.
 F

or
m

ul
at

e 
a 

tr
ai

ni
ng

 p
la

n 
fo

r 
R

B
O

s 
in

 c
ol

la
bo

ra
tio

n 
w

it
h 

D
G

W
R

, R
C

W
R

, P
JT

, a
nd

 th
e 

re
le

va
nt

 
ag

en
ci

es
. 

1-
4.

 P
re

pa
re

 tr
ai

ni
ng

 m
at

er
ia

ls
 a

nd
 c

ur
ri

cu
la

.  
1-

5.
 E

xe
cu

te
 th

e 
tr

ai
ni

ng
 to

 R
B

O
s 

an
d 

m
on

it
or

 th
e 

re
su

lt
s.

 2.
 D

ev
el

op
 th

e 
gu

id
el

in
es

/m
an

ua
ls

 o
n 

pr
ac

ti
ca

l w
at

er
 

re
so

ur
ce

s 
m

an
ag

em
en

t a
nd

 te
ch

no
lo

gy
 

2-
1.

 F
or

m
ul

at
e 

a 
pl

an
 f

or
 th

e 
gu

id
el

in
es

/m
an

ua
ls

 
pr

ep
ar

at
io

n.
 

2-
1-

1.
 R

ev
ie

w
 th

e 
st

at
us

 o
f 

th
e 

ex
is

ti
ng

 
gu

id
el

in
es

/m
an

ua
ls

. 
2-

1-
2.

 S
el

ec
t t

he
 p

ri
or

it
iz

ed
 a

re
as

 o
f 

gu
id

el
in

e/
m

an
ua

l 
pr

ep
ar

at
io

n.
 

2-
2.

 R
ev

ie
w

 g
oo

d 
pr

ac
tic

es
 in

 th
e 

ri
ve

r 
ba

si
ns

 f
or

 th
e 

gu
id

el
in

es
/m

an
ua

ls
. 

2-
3.

 P
re

pa
re

 th
e 

se
le

ct
ed

 g
ui

de
li

ne
s/

m
an

ua
ls

 
2-

4.
 R

ev
is

e 
gu

id
el

in
es

/m
an

ua
ls

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
re

su
lt

s 
of

 th
e 

im
pl

em
en

ta
ti

on
 o

f 
tr

ai
ni

ng
 a

nd
 c

ou
ns

el
in

g 
to
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B

O
s.

 
 3.

 E
st
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li

sh
 m

ec
ha

ni
sm

 o
f 
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un

se
ll

in
g 

to
 R

B
O

s.
 

3-
1.
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el
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he
 p

ilo
t r

iv
er

 b
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in
s 

(*
5)
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t R
B

O
s(

*6
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e 
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e 
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is
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e 
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ur

e 
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r 
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un
se

ll
in
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 C
on

du
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 tr
ai

ni
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e 
ex
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un
se

ll
in
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 c
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el
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ng
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iv
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d 
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e 
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su

lt
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er
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at
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n 
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em

en
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er
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ag
em

en
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n 
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il
it
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em
en
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O

&
M
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en
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ua
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em

en
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ta
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M
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ag
em

en
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 F
in

an
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an
ag

em
en
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E

va
lu

at
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n 
 P

ub
li

c 
P
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ti
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ti
on
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C
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in
in
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in
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ap

an
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A
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at
el
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so
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ta
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ye
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en
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he
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id
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ou
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ta

ff
>

 
 P

ro
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W

R
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 D
W

R
M
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ro
je

ct
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H
ea

d 
of

 D
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W
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T
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th
er
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U
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xp
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so
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 D
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va
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at
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W
R
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4)
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JT

: J
as

a 
T

ir
ta

 P
ub

li
c 

C
or

po
ra

ti
on

 
(*
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iv
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iv
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y 
be

tt
er
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r b
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s 
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he
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fi
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nd
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ne
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m
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el
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O
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O
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 a

 p
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付属資料 4-1 PO 案（和文）





 

1

付
属

資
料

4-
1 

P
O
案

（
活
動

計
画

案
 
和

文
（

1/
2）

）
 



 

2

付
属

資
料

4-
1 

P
O
案

（
活
動

計
画

案
 
和

文
（

2/
2）

）
 

 
注

:(
*1

)R
B

O
 R

iv
er

 B
as

in
 O

rg
an

iz
at

io
n 

(*
2)

 D
U

W
R

M
T

: D
is

se
m

in
at

io
n 

U
ni

t f
or

 W
at

er
 R

es
ou

rc
es

 M
an

ag
em

en
t a

nd
 T

ec
hn

ol
og

y（
水

資
源

管
理

技
術

普
及

ユ
ニ

ッ
ト

）
 (

*3
) 

D
G

W
R

: 
G

en
er

al
 D

ir
ec

to
ra

te
 o

f 
W

at
er

 R
es

ou
rc

es
（

公
共

事
業
省

 水
資
源
総
局
）
 (

*4
) 

R
C

W
R

: R
es

ea
rc

h 
C

en
te

r 
fo

r 
W

at
er

 R
es

ou
rc

es
（

公
共

事
業

省
 調

査
開

発
庁

 水
資

源
研

究
セ

ン
タ

ー
）

 (
*5

) 
P

JT
: J

as
a 

T
ir

ta
 P

ub
li

c 
C

or
po

ra
ti

on
  (

Ja
sa

 T
ir

ta
 水

公
社

) 
(*

6)
 パ

イ
ロ

ッ
ト

流
域
：

水
資
源

管
理

技
術

が
、

い
ま
だ
未
熟
な
段
階
か
ら
比
較
的
進
ん
で
い
る
技
術
を
備
え
る
流
域
の
中

で
、

水
資
源

管
理
技

術
上

の
重

要
な

課
題

が
存
在
し

、
研
修

計
画
の

策
定

、
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

/マ
ニ

ュ
ア

ル
の
作

成
、

カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
の
構
築
の
た
め
の
有
益
な
検
討
が
行
な
え
る

も
の

を
２
−
３

ヶ
所

選
択

。
 

(*
7)

 パ
イ

ロ
ッ

ト
 R

B
O

: パ
イ

ロ
ッ

ト

流
域

を
管
理

し
て

い
る

河
川

流
域

機
関

（
R

B
O
）

。



 

 

 

 

 

 

 

 

付属資料 4-2 PO 案（英文）





 

1

付
属

資
料

4-
2 

P
O
案

（
活
動

計
画

案
 
英

文
（

1/
2）

）
 



 

2

付
属

資
料

4-
2 

P
O
案

（
活
動

計
画

案
 
英

文
（

2/
2）

）
 

 
 N

ot
e:

 (
*1

) 
R

B
O

: R
iv

er
 B

as
in

 O
rg

an
iz

at
io

n 
(*

2)
 D

U
W

R
M

T
:  

D
is

se
m

in
at

io
n 

U
ni

t f
or

 W
at

er
 R

es
ou

rc
es

 M
an

ag
em

en
t 

an
d 

T
ec

hn
ol

og
y 

(*
3)

 D
G

W
R

: D
ir

ec
to

ra
te

 G
en

er
al

 o
f 

W
at

er
 R

es
ou

rc
es

, M
in

is
tr

y 
of

 P
ub

li
c 

W
or

ks
 (

*4
) 

R
C

W
R

: R
es

ea
rc

h 
C

en
te

r 
fo

r 
 W

at
er

 R
es

ou
rc

e 
(*

5)
 P

JT
: J

as
a 

T
ir

ta
 P

ub
li

c 
C

or
po

ra
ti

on
 (

*6
) 

P
il

ot
 r

iv
er

 b
as

in
: R

el
at

iv
el

y 
w

el
l m

an
ag

ed
 ri

ve
r b

as
in

s 
or

 p
oo

rl
y 

m
an

ag
ed

 ri
ve

r b
as

in
s 

w
he

re
 im

po
rt

an
t i

ss
ue

s 
on

 ri
ve

r b
as

in
 m

an
ag

em
en

t a
re

 id
en

ti
fi

ed
 a

nd
 e

xa
m

in
ed

 fo
r p

re
pa

ra
ti

on
 o

f t
ra

in
in

g,
 g

ui
de

li
ne

s 
an

d 
m

an
ua

ls
, a

nd
 c

ou
ns

el
li

ng
. 

(*
7)

 P
il

ot
 R

B
O

: R
B

O
 th

at
 m

an
ag

es
 a

 p
il

ot
 r

iv
er

 b
as

in
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付属資料 5 中央政府下の RBO 職員数 

                    （学歴別）





 

付
属

資
料

5 
中

央
政

府
下
の

R
B

O
職

員
数

（
学

歴
別
）

 
 

学
歴

 
N

O
 

機
関

名
 

小
学

校
 

中
学

校
 

高
校

 
専

門
学

校
 

大
学

 
修

士
/博

士
合

計
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付属資料 6 公共事業省組織図
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付属資料 7 収集資料リスト 
 

 資料名 形態 
1 BENGAWAN SOLO FLOODING AREA 電子ファイル(ppt) 
2 RENCANA STRATEGIS (公共事業省 活動計画) 電子ファイル(pdf) 
3 PJT2 チタルム河流域での活動内容紹介 電子ファイル(ppt) 
4 PJT2 水質管理システム紹介 電子ファイル(pdf) 
5 PJT2 財務内容報告 電子ファイル(ppt) 
6 インドネシア全国流域図 電子ファイル(pdf) 
6-1 RIVER BASIN MAP IN   PROV BANGKA BELITUNG(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-2 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-3 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN SELATAN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-4 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN TENGAH(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-5 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN TIMUR(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-6 RIVER BASIN MAP IN   PROV NUSA TENGGARA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-7 RIVER BASIN MAP IN   PROV NUSA TENGGARA TIMUR(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-8 RIVER BASIN MAP IN   PROV PAPUA-IRIAN JAYA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-9 RIVER BASIN MAP IN   PROV SULAWESI SELATAN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-10 RIVER BASIN MAP IN   PROV SULAWESI TENGAH(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-11 RIVER BASIN MAP IN   PROV SULAWESI TENGGARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-12 RIVER BASIN MAP IN   PROV. SUMATERA SELATAN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-13 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI BALI(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-14 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI BANTEN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-15 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI BENGKULU(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-16 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI GORONTALO(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-17 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAMBI(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-18 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAWA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-19 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAWA TENGAH(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-20 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAWA TIMUR(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-21 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI KEPULAUAN RIAU(a3) 電子ファイル(pdf) 
6-22 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI LAMPUNG(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-23 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI MALUKU UTARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-24 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI MALUKU(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-25 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI NAD(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-26 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI RIAU(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-27 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI SULAWESI UTARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-28 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI SUMATERA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-29 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI SUMATERA UTARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-30 RIVER BASIN MAP IN   PROV BANGKA BELITUNG(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-31 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 

6-32 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN SELATAN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-33 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN TENGAH(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-34 RIVER BASIN MAP IN   PROV KALIMANTAN TIMUR(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-35 RIVER BASIN MAP IN   PROV NUSA TENGGARA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-36 RIVER BASIN MAP IN   PROV NUSA TENGGARA TIMUR(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-37 RIVER BASIN MAP IN   PROV PAPUA-IRIAN JAYA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-38 RIVER BASIN MAP IN   PROV SULAWESI SELATAN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-39 RIVER BASIN MAP IN   PROV SULAWESI TENGAH(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-40 RIVER BASIN MAP IN   PROV SULAWESI TENGGARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-41 RIVER BASIN MAP IN   PROV. SUMATERA SELATAN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-42 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI BALI(A3) 電子ファイル(pdf) 
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6-43 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI BANTEN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-44 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI BENGKULU(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-45 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI GORONTALO(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-46 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAMBI(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-47 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAWA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-48 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAWA TENGAH(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-49 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI JAWA TIMUR(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-50 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI KEPULAUAN RIAU(a3) 電子ファイル(pdf) 
6-51 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI LAMPUNG(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-52 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI MALUKU UTARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-53 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI MALUKU(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-54 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI NAD(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-55 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI RIAU(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-56 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI SULAWESI UTARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-57 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI SUMATERA BARAT(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-58 RIVER BASIN MAP IN   PROVINSI SUMATERA UTARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-59 RIVER BASIN MAP IN   KEPULAUAN MALUKU(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-60 RIVER BASIN MAP IN   PULAU BALI(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-61 RIVER BASIN MAP IN   PULAU KALIMANTAN(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-62 RIVER BASIN MAP IN   PULAU SULAWESI(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-63 RIVER BASIN MAP IN   PULAU SUMATERA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-64 RIVER BASIN MAP IN  KEPULAUAN NUSA TENGGARA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-65 RIVER BASIN MAP IN  PULAU PAPUA(A3) 電子ファイル(pdf) 
6-66 PETA KODEFIKASI WILAYAH SUNGAI DI  INDONESIA(A3) 電子ファイル(pdf) 
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